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平
成
26
年
度
仲
秋
の
名
月
鑑
賞
会

～
壬
生
六
斎
念
仏
踊
り
と
お
抹
茶
の
夕
べ
～

�

と
き
＝

９
月
27
日
圡
午
後
５
時
～
午
後

８
時

�

と
こ
ろ
＝

中
央
公
民
館

※
入
場
無
料
、
申
込
不
要

お
茶
席

�

と
き
＝

午
後
５
時
～
午
後
７
時

�

と
こ
ろ
＝

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

�

一
客
＝

３
０
０
円
（
お
菓
子
付
き
）

壬
生
六
斎
念
仏
踊
り

　（
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）

�

と
き
＝

午
後
６
時
～
午
後
８
時

（
午
後
５
時
30
分
開
場
）

�

と
こ
ろ
＝

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

�

定
員
＝

２
０
０
人
（
先
着
順
）

①�

講
演
「
六
斎
念
仏
の
起
こ
り
と
芸
能

六
斎
」
八
木
透
さ
ん
（
佛
教
大
学
教

授
）、
約
30
分

②�

公
演
「
鉄
輪
・
四
つ
太
鼓
・
祇
園
ば

や
し
・
四
季
・
海
士
・
獅
子
舞
」
壬

生
六
斎
念
仏
講
中
、
約
50
分

※
間
に
休
憩
を
挟
み
ま
す

�

主
催
＝

大
山
崎
町
教
育
委
員
会
、
大
山

崎
町
文
化
協
会

�

協
力
＝

大
山
崎
町
立
中
央
公
民
館
茶
道

サ
ー
ク
ル

�

問
＝

生
涯
学
習
課
文
化
芸
術
係

☎
９
５
６
―
２
１
０
１
（
内
２
２
６
）

六
斎
念
仏
と
は
？

　
六
斎
念
仏
は
、
平
安
時
代
に
空
也
上

人
が
民
衆
に
信
仰
を
広
め
る
た
め
に
鉦

や
太
鼓
を
た
た
い
て
踊
躍（
ゆ
う
や
く
）

念
仏
を
始
め
た
の
が
起
こ
り
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
民
衆
に
仏
教
を
広
め
る
た

め
六
斎
日
（
毎
月
８
、
14
、
15
、
23
、

29
、
30
日
の
計
６
日
）
に
、
街
中
で
鉦

や
太
鼓
を
打
ち
な
が
ら
念
仏
を
唱
え
踊

っ
た
こ
と
か
ら
六
斎
念
仏
と
称
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
後
に
風
流
化
し
、
能
や
歌
舞
伎
な
ど

を
取
り
入
れ
芸
能
化
し
た
芸
能
系
六
斎

と
、
念
仏
踊
り
を
主
と
す
る
念
仏
六
斎

系
の
二
つ
の
系
統
に
分
か
れ
て
現
在
に

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　「
京
都
の
六
斎
念
仏
」
は
昭
和
58
年

に
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

演
目
に
つ
い
て

　「
鉄
輪
、
四
つ
太
鼓
、
祇
園
ば
や
し
、

四
季
、海
士
」
は
、鉦
（
か
ね
）、笛
（
ふ

え
）
の
伴
奏
で
、
太
鼓
（
た
い
こ
）
の

早
打
ち
、
曲
打
ち
、
踊
り
打
ち
を
み
せ

る
太
鼓
物
で
す
。「
獅
子
舞
」は
笛
、鉦
、

太
鼓
の
は
や
し
で
芸
を
演
じ
る
芸
物
で

す
。

　
特
に
「
獅
子
舞
」
の
芸
は
六
斎
念
仏

お
ど
り
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
と
も
い
え

る
出
し
物
で
、
獅
子
舞
が
様
々
な
ア
ク

ロ
バ
ッ
ト
を
披
露
し
た
後
、
蜘
蛛
と
対

決
し
ま
す
。

▼�壬生六斎念仏踊りのパンフレット。
　英語でも解説が書かれています

2014年度

西国街道リレーウォーク
西国街道とは、古代より続く京都から西宮へ向かう街道です。
昨年に引き続き、歴史街道推進協議会と西国街道沿道の博物館、
資料館が連携し、西国街道を歩きます。
今年度は、昨年度とは逆に京都を出発し、尼崎、西宮までを８日
に分けて踏破します。皆さんも、地域の学芸員らと共に古い街道
を歩いてみませんか？

と
き
＝
９
月
13
日
圡

13
時
30
分
～
16
時
30
分
（
開
場
13
時
）

ト
ー
ク
内
容

○
「
柳
谷
道
―
寺
社
参
詣
と
乙
訓
の
み
ち
―
」

　
向
日
市
文
化
資
料
館
　
山
中
美
緒
さ
ん

○
「
発
掘
調
査
か
ら
み
る
島
本
の
西
国
街
道
」

　
島
本
町
教
育
委
員
会
　
久
保
直
子
さ
ん

○
「
高
槻
の
寺
社
参
詣
道
」

　
高
槻
市
立
し
ろ
あ
と
歴
史
館
　
西
本
幸
嗣
さ
ん

○
「
亀
岡
街
道
の
近
世
・
近
代
」

　
茨
木
市
立
文
化
財
資
料
館
　
高
橋
伸
拓
さ
ん

○
「
亀
岡
街
道
　
大
阪
へ
の
道
」

　
吹
田
市
立
博
物
館
講
座
室
　
藤
井
裕
之
さ
ん

○�

「
西
宮
の
ロ
ー
カ
ル
街
道
―
甲
山
か
ん
の
ん
道
と

　
厄
神
道
―
」

　
西
宮
市
立
郷
土
資
料
館
　
俵
谷
和
子
さ
ん

○
「
西
国
街
道
と
中
国
街
道
」

　
尼
崎
市
教
育
委
員
会
　
楞
野
一
裕
さ
ん

定
員
＝
１
２
０
人

申
込
方
法
＝
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
①
住
所
②
氏
名

③
電
話
番
号
④
「
歴
史
街
道
リ
レ
ー
ト
ー
ク
希
望
」
と
明

記
の
う
え
左
記
申
込
先
ま
で
。申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

と
こ
ろ
・
問
・
申
込
＝
〒
５
６
４
―
０
０
０
１

吹
田
市
岸
部
北
４
―
10
―
１
　
吹
田
市
立
博
物
館

☎
０
６
―
６
３
３
８
―
５
５
０
０

０
６
―
６
３
３
８
―
９
８
８
６

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
！

歴
史
街
道
リ
レ
ー
ト
ー
ク

「
西
国
街
道
〜
つ
な
が
る
ロ
ー
カ
ル
街
道
の
魅
力
〜

」

　

入
場
無
料
、
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

２
０
１
４
年
度 

西
国
街
道
リ
レ
ー
ウ
ォ
ー
ク

　
学
芸
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
現
地
を
ご
案
内
。
地
域
を
繋
い
で
西
国
街
道

の
魅
力
を
再
発
見
。

　
参
加
希
望
の
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
い
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時

テ
ー
マ

問
合
先

第１回

９
月
20
日
圡

︿
東
寺
～
向
日
市
文
化
資
料
館
﹀

い
ざ
、
都
か
ら
西
国
へ
！
　
桂

川
を
渡
り
乙
訓
へ
入
る

向
日
市
文
化
資
料
館

０
７
５
―
９
３
１
―
１
１
８
２

第２回

９
月
27
日
圡
︿
阪
急
東
向
日
駅
～
大
山
崎
町
歴

史
資
料
館
﹀

近
世
期
乙
訓
と
西
国
街
道

大
山
崎
町
歴
史
資
料
館

０
７
５
―
９
５
２
―
６
２
８
８

第３回

10
月
５
日
㊐
︿
大
山
崎
町
歴
史
資
料
館
～
Ｊ
Ｒ

高
槻
駅
﹀

大
山
崎
か
ら
芥
川
宿
へ

高
槻
市
立
し
ろ
あ
と
歴
史
館

０
７
２
―
６
７
３
―
３
９
８
７

第４回

10
月
12
日
㊐
︿
高
槻
市
立
し
ろ
あ
と
歴
史
館
～

郡
山
宿
本
陣
﹀

芥
川
宿
か
ら
郡
山
宿
本
陣
へ

茨
木
市
観
光
協
会

０
７
２
―
６
４
５
―
２
０
２
０

第５回

10
月
19
日
㊐
︿
郡
山
宿
本
陣
～
阪
急
石
橋
駅
﹀

郡
山
宿
本
陣
か
ら
瀬
川
・
半
町

本
陣
跡
へ

箕
面
市
立
郷
土
資
料
館

０
７
２
―
７
２
３
―
２
２
３
５

第６回

10
月
25
日
圡
︿
阪
急
石
橋
駅
～
Ｊ
Ｒ
伊
丹
駅
﹀

弁
慶
の
泉
を
経
て
有
岡
城
跡
を

目
指
す

伊
丹
市
立
博
物
館

０
７
２
―
７
８
３
―
０
５
８
２

第７回

11
月
２
日
㊐
︿
Ｊ
Ｒ
北
伊
丹
～
阪
神
西
宮
駅
﹀

北
伊
丹
・
昆
陽
宿
か
ら
西
宮
宿

へ

西
宮
市
立
郷
土
資
料
館

０
７
９
８
―
３
３
―
１
２
９
８

第８回

11
月
８
日
圡

︿
阪
神
西
宮
駅
～
尼
崎
市
立
文
化

財
収
蔵
庫
﹀

西
宮
か
ら
中
国
街
道
を
東
へ
尼

崎
ま
で

尼
崎
市
立
文
化
財
収
蔵
庫

０
６
―
６
４
８
９
―
９
８
０
１

▲
▼

�﹁
壬
生
六
斎
念
仏
踊
り
﹂
の
一
場
面︵
参
考
︶。

　
　︵
左
︶は
、
蜘
蛛
と
対
決
し
て
い
る
と
こ
ろ
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両
給
付
金
と
も
、
７
月
中
旬
に
対

象
と
な
る
可
能
性
の
高
い
世
帯
に
対

し
て
申
請
書
類
を
発
送
し
て
い
ま
す

が
、
申
請
書
類
が
届
か
な
か
っ
た
方

で
も
受
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、以
下
の「
対
象
者
診
断
」で
、

ご
自
身
が
受
給
要
件
を
満
た
す
か
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
と
「
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
の
二
重

受
給
は
で
き
ま
せ
ん
。
両
方
の
対
象

と
な
る
方
は
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

が
優
先
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
診
断

①
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い

②�

平
成
26
年
度
分
の
住
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
な
い

③��

平
成
26
年
度
分
の
住
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
る
方
に
扶
養
さ
れ
て
い

な
い

④��

平
成
26
年
１
月
１
日
に
大
山
崎
町

に
住
民
票
が
あ
っ
た

　
①
～
④
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

は
、「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
を
受
給

で
き
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、「
臨

時
福
祉
給
付
金
」
の
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ス
テ
ッ
プ
Ａ
①
～
④
の
い
ず
れ
か

１
つ
で
も
該
当
し
な
い
方
は
、
以
下

の
ス
テ
ッ
プ
Ｂ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※��

④
の
み
非
該
当
の
方
は
、
１
月
１

日
に
住
民
票
が
あ
っ
た
市
区
町
村

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

①��

平
成
26
年
１
月
１
日
に
大
山
崎
町

に
住
民
票
が
あ
っ
た

②��

平
成
26
年
度
１
月
分
の
児
童
手
当

を
大
山
崎
町
か
ら
受
給
し
た

　
①
②
の
両
方
に
該
当
す
る
方
は

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
を

受
給
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
の

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※��

大
山
崎
町
以
外
か
ら
１
月
分
の
児

童
手
当
を
受
給
し
て
い
た
方
は
、

１
月
１
日
に
住
民
票
が
あ
っ
た
市

区
町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
※��

公
務
員
の
方
で
①
に
該
当
す
る
方

は
、
勤
務
先
か
ら
受
け
取
っ
て
い

る
申
請
書
と
証
明
書
を
福
祉
課
に

ご
提
出
く
だ
さ
い

申
請
方
法

【
申
請
書
入
手
方
法
】

　
申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、

下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け

れ
ば
申
請
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
。

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
町
内
の
公

共
施
設
（
町
役
場
、
中
央
公
民
館
、

長
寿
苑
、
な
ご
み
の
郷
、
大
山
崎
ふ

る
さ
と
セ
ン
タ
ー
）
に
も
置
い
て
い

ま
す
。

【
申
請
期
限
】

平
成
27
年
１
月
15
日
木

※��

申
請
が
遅
く
な
れ
ば
そ
の
分
支
給

も
遅
れ
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す

【
申
請
窓
口
】

①
窓
口
申
請

　��

９
月
30
日
火
ま
で
…
役
場
１
階
第

1
会
議
室
（
７
番
窓
口
の
横
）

10
月
１
日
水
以
降
…
役
場
1
階
福

祉
課
（
７
番
窓
口
）

②
郵
送
申
請

　��

こ
ち
ら
か
ら
申
請
書
を
お
送
り
す

る
際
に
は
返
信
用
封
筒
を
同
封
し

ま
す
の
で
、
そ
の
封
筒
で
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

注
意
！

　
申
請
書
の
記
入
漏
れ
や
必
要
書
類

の
添
付
漏
れ
が
あ
る
と
、
受
付
が
で

き
ま
せ
ん
。
そ
の
分
支
給
が
遅
れ
る

こ
と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
提
出
前

に
十
分
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※��

特
に
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請

書
類
で
、
受
給
要
件
を
満
た
す
世

帯
全
員
の
本
人
確
認
書
類
の
写

し
、
振
込
先
口
座
の
分
か
る
通
帳

な
ど
の
写
し
の
添
付
漏
れ
が
多
い

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

支
給

【
臨
時
福
祉
給
付
金
】

支
給
対
象
者
1
人
に
つ
き
1
万
円

（
老
齢
基
礎
年
金
等
受
給
者
は

5
，
0
0
0
円
加
算
）

【
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
】

対
象
児
童
1
人
に
つ
き
１
万
円



支
給
時
期

申
請
受
付
後
２
ヵ
月
以
内

問
（
両
給
付
金
共
通
）

町
給
付
金
担
当

☎
９
５
６
―
２
１
０
１

９
月
30
日
火
ま
で
（
内
１
７
４
）

10
月
１
日
水
以
降
（
内
１
５
６
）

　
か
ら
だ
や
こ
こ
ろ
の
不
調
に
は
、

ス
ト
レ
ス
状
態
を
引
き
起
こ
す
要
因

と
な
る
出
来
事
が
潜
ん
で
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

最
近
こ
ん
な
こ
と
は 

あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

こ
ん
な
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

　
▼
よ
く
眠
れ
な
い
▼
体
調
不
良
が

続
く
▼
飲
酒
量
が
増
え
た
▼
極
端
に

食
欲
が
お
ち
た
▼
体
重
が
減
る
▼
身

な
り
を
気
に
し
な
く
な
っ
た
▼
集
中

力
が
な
い
▼
こ
れ
ま
で
関
心
が
あ
っ

た
こ
と
に
興
味
が
な
く
な
っ
た
▼
突

然
泣
き
出
し
た
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た

り
、
感
情
が
不
安
定
だ
▼
遅
刻
、
欠

勤
し
が
ち
だ
▼
友
人
や
知
り
合
い
と

の
交
際
が
減
っ
た
。

　
お
や
？
と
思
っ
た
ら
ひ
と
声
か
け

て
み
て
く
だ
さ
い
。
悩
み
を
打
ち
明

け
ら
れ
た
ら
、
じ
っ
く
り
話
を
聞
い

て
あ
げ
、
悩
み
や
辛
さ
を
受
け
止
め

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
状
況
に
よ
っ
て

は
、
下
記
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
、
専

門
家
の
い
る
相
談
機
関
へ
の
相
談

を
。
す
ぐ
に
解
決
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、

お
互
い
に
支
え
合
い
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
ろ
の
体
温
計
で 

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
！

　
町
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ス

ト
レ
ス
度
や
落
ち
込
み
度
を
簡
単
に

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
「
こ
こ
ろ
の
体
温

計
」
を
始
め
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

問
＝
健
康
課
健
康
増
進
係

☎
９
５
６
―
２
１
０
１（
内
１
３
２
）

京
都
府
山
城
広
域
振
興
局「
府
域
を
む
す
ぶ
地
域
交
流
事
業
」

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
の
参
加
者
を
募
集
！

　
京
都
府
の
北
中
部
と
乙
訓
地
域
を

つ
な
ぐ
京
都
第
二
外
環
状
道
路
（
に

そ
と
）
と
京
都
縦
貫
自
動
車
道
の
効

果
で
ぐ
ん
と
近
く
な
っ
た
「
丹
後
の

海
」。
こ
の
丹
後
の
海
の
魅
力
を
存

分
に
体
験
し
て
も
ら
う
バ
ス
ツ
ア
ー

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。要
申
込
。

と
き
＝
10
月
15
日
水

�

集
合
場
所
／
時
間

○�

京
都
府
乙
訓
総
合
庁
舎
（
向
日
町

警
察
署
向
か
い
）
／
午
前
７
時
20

分
集
合

○�

Ｊ
Ｒ
長
岡
京
駅
東
口
（
村
田
製
作

所
側
）
／
午
前
７
時
30
分
集
合

○�

阪
急
西
山
天
王
山
駅
東
口
／
午
前

７
時
40
分
集
合

ツ
ア
ー
経
路
（
詳
細
は
調
整
中
）

①
田
辺
城
跡
（
舞
鶴
市
）

②�

Ｋ
Ｔ
Ｒ
西
舞
鶴
駅
か
ら
宮
津
駅
ま

で
Ｋ
Ｔ
Ｒ
丹
後
あ
か
ま
つ
１
号
に

乗
車

③
新
鮮
海
産
物
の
昼
食
（
宮
津
市
）

④
天
橋
立

⑤
そ
の
他

解
散
場
所
／
時
間

○�

阪
急
西
山
天
王
山
駅
東
口
／
午
後

６
時
30
分

○�

Ｊ
Ｒ
長
岡
京
駅
東
口
／
午
後
６
時

40
分

○�

京
都
府
乙
訓
総
合
庁
舎
／
午
後
６

時
50
分

対
象
＝
京
都
府
内
在
住
者

定
員
＝
40
人

※�

申
込
多
数
の
場
合
抽
選
。
当
選
後

の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
キ
ャ
ン
セ
ル
料

が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

参
加
費
＝
４
，
０
０
０
円

※�

乗
車
時
に
集
め
ま
す
。
お
釣
り
の

な
い
よ
う
に
ご
用
意
く
だ
さ
い

募
集
期
間
＝
９
月
12
日
金
～
30
日
火

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
左
記
住
所
ま
で
。

（
４
人
分
ま
で
記
載
可
能
）

【
必
要
事
項
】

①
乗
車
場
所
②
住
所
（
郵
便
番
号
）

③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
④
生
年
月
日

⑤
性
別
⑥
電
話
番
号
（
携
帯
お
よ
び

自
宅
）
⑦
配
慮
し
て
ほ
し
い
内
容

問
・
申
込
先

〒
６
１
７
―
０
０
０
６
　
向
日
市
上

植
野
町
馬
立
８

京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
　
乙
訓
地

域
総
務
室
　
須
藤

☎
９
２
１
―
０
１
８
２

平
成
26
年
４
月
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
、
所
得
の
低
い
方
や

子
育
て
世
帯
へ
の
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
の
臨
時
的
、
暫
定
的
な
措

置
と
し
て
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
な
ら
び
に
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
」
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

～臨時福祉給付金、子育て世帯臨時特例給付金～
申請はお済みですか？

～ひとりで悩んでいませんか～

9月10日は、世界自殺予防デーです

こころの健康相談統一ダイヤル ☎0570-064-556 電話をかけた所在地の
公的な相談機関につながります。

京都府自殺ストップセンター ☎0120-556-097 月～金の9:00 ～ 20:00
（面接は9:00 ～ 17:00）

京都いのちの電話 ☎075-864-4343 年中無休　24時間

京都自死・自殺相談センター ☎075-365-1616 金土の19:00 ～翌朝5:30

よりそいホットライン ☎0120-279-338 年中無休　24時間

チャイルドライン京都　こども専用電話 ☎0120-99-7777 月～土の16:00 ～ 21:00

ス
テ
ッ
プ
B

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
の
対
象
と
な
る
方

ス
テ
ッ
プ
A

臨
時
福
祉
給
付
金
の

対
象
と
な
る
方



広報おおやまざき17

Fire Department
消防ひろば

大山崎消防署　☎956-0119　 957-0999□
　
消
防
ひ
ろ
ば

□
　
シ
リ
ー
ズ
防
災

□
　
図
書
室
だ
よ
り
　R

elax

□
　S

m
ile

□
　
ま
ち
の
話
題  Tow

n  Topics

□
　Inform

ation

□
　
伝
言
板
　M

essage

16広報おおやまざき

□
　
消
防
ひ
ろ
ば

□
　
シ
リ
ー
ズ
防
災

□
　
図
書
室
だ
よ
り
　R

elax

□
　S

m
ile

□
　
ま
ち
の
話
題  Tow

n  Topics

□
　Inform

ation

□
　
伝
言
板
　M

essage

Relax
中央公民館図書室だより

９月25日木９月の
月末整理日

図書の貸出
・返却時間

平日 10:00～17:00
土日祝 10:00～16:30

☎957－1421図書室
（公民館内）

子育てハッピーアドバイス
笑顔いっぱい食育の巻

食卓に、明るい笑顔
が増えることを願
い、子どもたちのた
めに毎日休みなくご
飯を作り続けている
親たちに心からの感
謝とエールをおくり
ます。

松成�容子・
明橋�大二／著
１万年堂出版

ふたごのたこたこウィンナー

お箸にはさまれたく
ないと、ふたごのた
こたこウィンナー、
とこたことこたこ逃
げました。かくれた
よ、どこ？

林�木林／作
ひさかたチャイルド

そこはかさん
沙木�とも子／著　KADOKAWA

杉下右京のアリバイ
碇�卯人／著　朝日新聞出版

円卓
西�加奈子／著　文芸春秋

一年中おいしいアイスデザート
福田�里香／著　主婦と生活社

うみの100かいだてのいえ
いわい�としお／作　偕成社

おきゃくさまはルルとララ
あんびる�やすこ／著　岩崎書店

世紀のマジック・ショー
メアリー�ポープ�オズボーン／著　KADOKAWA

お引越し
ひこ�田中／著　福音館書店

　本の貸出期間は２週間ですが、予
約が入っている本、他の図書館から
借り受けた本、課題図書以外は１回
に限り返却期日の延長ができます。
　貸出期間内であれば、電話でも延
長の申し込みができます。
　返却期日を過ぎた本は、カウンタ
ーにて一旦返却し、再度借り直しを
してください。

返却期限の延長について

一般書 児童書

“まちづくり”の指針

次期「大山崎町総合計画」を策定します
　
本
町
で
は
、「
天
王
山
・
淀
川
　

歴
史
と
文
化
　
う
る
お
い
の
あ
る
ま

ち
　
お
お
や
ま
ざ
き
」
を
ま
ち
の
将

来
像
と
し
て
、
平
成
13
年
に
「
大
山

崎
町
第
３
次
総
合
計
画
」
を
策
定
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
こ
の
計
画

に
基
づ
い
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

き
ま
し
た
が
、
現
在
の
計
画
が
平
成

27
年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
か

ら
、
平
成
28
年
度
か
ら
の
次
期
総
合

計
画
の
策
定
に
向
け
て
、
町
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

「
大
山
崎
町
総
合
計
画
条
例
」を

制
定

　
本
町
の
現
在
の
総
合
計
画
は
、
ま

ち
の
将
来
像
と
目
標
像
を
定
め
た

「
基
本
構
想
」
と
基
本
構
想
の
実
現

に
向
け
た
施
策
を
総
合
的
、
体
系
的

に
示
す
「
基
本
計
画
」
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
総
合
計
画
は
策
定
を
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
本
町
で
は
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
に

総
合
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
、

策
定
の
根
拠
と
な
る
「
大
山
崎
町
総

合
計
画
条
例
」
を
平
成
26
年
６
月
に

制
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
条
例
で
は
、
総
合
計
画
を
策

定
す
る
目
的
や
位
置
付
け
、「
基
本

構
想
」
を
策
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、

議
会
の
議
決
を
経
る
こ
と
な
ど
を
定

め
て
い
ま
す
。

「
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」を

実
施
し
ま
す

　
次
期
総
合
計
画
の
基
礎
資
料
と
す

る
た
め
に
、ま
ち
の
住
み
や
す
さ
や
、

ま
ち
の
将
来
像
な
ど
に
つ
い
て
ご
意

見
を
お
聞
き
し
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト

を
受
け
取
ら
れ
た
方
は
、
本
町
の
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、
回
答
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

対
象
＝
大
山
崎
町
に
在
住
の
18
歳
以

上
の
人
か
ら
無
作
為
で
抽
出
し
た

１
，
２
０
０
人

配
布
方
法
な
ど
＝
９
月
上
旬
に
対
象

者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
郵
送
し
ま

す
。「

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を

開
催
予
定

　
大
山
崎
町
の
＂
ま
ち
づ
く
り
＂
に

つ
い
て
、
気
軽
に
意
見
や
提
案
を
し

て
い
た
だ
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
予
定
で
す
。

　
募
集
案
内
な
ど
の
詳
し
い
内
容

は
、
10
月
号
の
広
報
誌
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

問
＝
政
策
総
務
課
企
画
調
整
係
　

☎
９
５
６
―
２
１
０
１

（
内
３
８
０
）

乙
訓
消
防
組
合
消
防
士
募
集

　
詳
し
く
は
、
乙
訓
消
防
組
合
消
防
本
部

総
務
課
総
務
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

採
用
予
定
日
＝
平
成
27
年
４
月
１
日

採
用
人
数
＝
７
人
程
度
（
う
ち
2
人
程
度

は
救
急
救
命
士
）

受
験
資
格

�︻
消
防
吏
員
︼

大
学
卒
／
平
成
２
年
４
月
２
日
～
平
成
５

年
４
月
１
日
生

短
大
卒
／
平
成
４
年
４
月
２
日
～
平
成
７

年
４
月
１
日
生

高
校
卒
／
平
成
６
年
４
月
２
日
～
平
成
８

年
４
月
１
日
生

�︻
救
急
救
命
士
︼

大
学
卒
／
昭
和
62
年
４
月
２
日
～
平
成
４

年
４
月
１
日
生

短
大
卒
／
平
成
元
年
４
月
２
日
～
平
成
４

年
４
月
１
日
生

高
校
卒
／
平
成
３
年
４
月
２
日
～
平
成
６

年
４
月
１
日
生

※�

視
力
裸
眼
０
・
１
以
上
（
矯
正
１
・
０

以
上
）、
色
覚
お
よ
び
身
体
に
職
務
遂

行
上
支
障
が
な
い
方
、
日
本
国
籍
を
有

し
て
い
る
方
に
限
り
ま
す

試
験
日
お
よ
び
試
験
科
目

�

○
第
１
次
試
験

　
10
月
12
日
㊐

　（
基
礎
能
力
試
験
お
よ
び
作
文
試
験
）

�

○
第
２
次
試
験

　
10
月
下
旬
（
適
正
検
査
、
体
力
測
定
）

�

○
第
３
次
試
験

　
11
月
中
旬
（
個
別
面
接
）

受
付
期
間
＝
９
月
９
日
火
～
13
日
圡

募
集
詳
細

　
乙
訓
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご

覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
9
月
1
日
⺼
か
ら

大
山
崎
消
防
署
で
も
募
集
要
項
を
配
付
し

ま
す
。
郵
送
の
場
合
は
、
受
験
資
格
を
ご

確
認
の
う
え
、
宛
先
を
明
記
し
た
返
信
用

封
筒
（
角
型
２
号
に
１
２
０
円
切
手
を
貼

っ
た
も
の
）
を
同
封
し
、
左
記
ま
で
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

�

問
・
申
込
先
・
請
求
先

〒
６
１
７
―
０
８
３
３

京
都
府
長
岡
京
市
神
足
芝
本
９

乙
訓
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課
総
務
係

☎
９
５
３
―
６
０
３
３

h
ttp
://w

w
w
.o
to
k
u
n
i1
1
9
-

kyoto.jp/

危
険
物
取
扱
者
試
験

予
備
講
習
会

　
予
備
講
習
と
は
、
危
険
物
取
扱
者
試
験

シリーズ
火災・救急

現場からのメッセージや
事例などを紹介します。

の
受
験
に
際
し
、
必
要
な
予
備
知
識
を
習

得
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
行
う
も
の
で

す
。

と
き
＝
10
月
11
日
圡
午
前
９
時
～
午
後
４

時
30
分

と
こ
ろ
＝
乙
訓
消
防
組
合
消
防
本
部
４
階

（
長
岡
京
市
神
足
芝
本
９
）

種
別
＝
乙
種
第
４
類

受
講
料
＝
一
般
６
，
０
０
０
円

危
険
物
安
全
協
会
に
加
入
し
て
い
る
事
業

所
の
方
な
ど
は
４
，
０
０
０
円

申
込
方
法
＝
９
月
11
日
木
～
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― たばこシリーズ  パート3 ―
　今回は、たばこの不始末による火災を取
り上げます。

＜たばこの不始末による火災の事例＞
　火元者が、吸い殻でいっぱいになった状
態の灰皿に火が完全に消えていないたばこ
を捨てたため、たばこの火種が他の吸い殻
に着火し灰皿を加熱。
　内側と外側の熱膨張の違いから灰皿が破
損し、その際飛び散った火のついた吸い殻
がカーペット上に落下。カーペット上にあ
ったゴミ屑に燃え移った。

　たばこが原因の火災は全国的に多く発生
していますが、喫煙者がルールやマナーを
守ることで未然に防ぐことができます。
　今回の事例のようなたばこの不始末が原
因の火災についても、たばこの吸い殻を溜
めない、たばこの火種をしっかりと消す、
灰皿に水を溜めておくなど、喫煙者の注意
一つで予防できます。喫煙者としての責任
をもって、たばこを吸うようにしましょう。

　今回でたばこシリーズは最後になります。
乙訓管内から火災を１件でも多く減らして
いけるよう、皆さんのご協力をよろしくお
願いします。
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大山崎町の消防団員も日頃の成果を見せてくれました

夏休み子ども陶芸教室

アサヒビール大山崎山荘美術館 企画「一日館長」

夏休み子ども歴史教室 油しぼり機の模型を作る！

音頭講習会が開催されました

第23回京都府消防操法大会が
開催されました

どんな作品ができるかな？

ワクワク、ドキドキの館長体験！

切って、叩いて、組み立てて

みんなで楽しく踊りましょう♪

　２年に１度行われている京都府消防操法大会が、今年
も開催されました。これは、京都府下の２６市町村の消防
団が、消防団の重要な基本活動のひとつである「消防ポ
ンプ操法」の競技を通じて消防団員の技術を向上させた
り士気を高め、地域消防の充実強化をはかることを目的
に実施されています。
　当日は雨のちらつく中、大会会場である府立丹波自然
公園に１５００人もの消防団員が集まり、日頃の訓練の成果
を競い合いました。
　大山崎町消防団は５月の上旬から大会出場に向けての
訓練を始め、主に夜間や休日に練習に取り組んできたそ
うです。今回は以下の６人の選手が出場し、優秀な成績
を収めました。

�【出場選手（大山崎町消防団）】
指揮者　吉田豊士　団員（第２分団）
１番員　岡田諒　　団員（第２分団）
２番員　平井慶一　班長（第３分団）
３番員　松田信秀　班長（第１分団）
４番員　横山正一　班長（第１分団）
補助員　三上喜基　班長（第３分団）

　手は真っ黒、ほっぺたに泥の汚れがついている子ども
たちも。この日、公民館では、たくさんの小中学生が集
まり子ども陶芸教室の第１回目が開かれていました。陶
芸作品を作るにはたくさんの手順が必要ですが、この日
の作業は粘土のかたまりを器や陶板（観賞用の板状の陶
器）の形にするところまで。とはいえ、ダイナミックな
陶板を作っている子や、小さくて繊細な器を作っている
子など、この時点でみんなの作品には個性がたっぷり表
現されていました。
　この作品が仕上がるのは２週間後。丁寧に、ゆっくり
コツコツ作った作品には特別愛着がわきそうですね。

8

7

8

7

7

3

24

2

24・25

30
　今日１日は、２人の小学生がアサヒビール大山崎山荘
美術館の館長です。これは同美術館が町内の小学校と提
携して行った企画で、今年、第二大山崎小学校からやっ
てきた２人は、来館したお客さんとの交流やオルゴール
の演奏、同美術館がリーガロイヤルホテル京都と共同企
画している期間限定ケーキの試食、宣伝など、１日をか
けて美術館の魅力を伝えるさまざまなPR活動を行いま
した。
　最初は緊張の面持ちだった２人ですが、活動のなかで
たくさんの人と触れ合ううちにだんだんと気持ちがほぐ
れていったようす。２人そろって立派に一日館長を勤め
上げていました。

　７月２４日と２５日の２日間にわたり、ふるさとセンタ
ーには小学１年生～６年生の子どもたちが集まり毎年
恒例の子ども歴史教室が開かれました。
　今年のテーマは油しぼり機。大山崎と油の歴史を学
んだあと、早速模型作りに入ります。大山崎ふるさと
ガイドの会ボランティアさんの補助を受けながら、の
こぎりやかなづち、やすりなど、普段はあまり触るこ
とのない道具を思い思いに動かし、木材を部品に変え
ていく子どもたち。できた部品を組み合わせるたびに、
だんだん油しぼり機の形になっていきました。
　「図工の時間にもやったことのないことだから、今
日はとても楽しい。」と語ってくれた子もいて、大満
足の体験教室になったようです。

　長寿苑の大広間。軽快で懐かしいメロディに誘われて
覗いてみると、そこには大きな円になって踊る利用者の
皆さんの姿がありました。８月２１日の盆踊り大会に先駆
け実施されたこの講習会には、3０人あまりの方が参加。
踊りのサークルに所属している方が中心となって講師を
務め、音楽も楽器やカラオケなどのサークルに所属して
いる方が演奏するなど、手作りの温かみある講習会にな
っていました。
　この講習会は毎年開催されていますが、「みんなで教
えあえるのが楽しい」「体を動かせるのが気持ちいい」
と大好評で、毎年参加する利用者の方も多いとか。皆さ
んもぜひ一度参加してみてはいかがでしょうか。
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役場代表☎９５６－２１０１  ９５７︲１１０１　保健センター☎９５3－3４3０  ９５3︲７33５　老人福祉センター「長寿苑」☎・ ９５７－１８６０
社会福祉協議会☎９５７－４１００  ９５４︲４４００　福祉センター「なごみの郷」☎９５７－４１００  ９５４︲４４００

　中央公民館☎９５７－１４２１  ９５２︲２８４６　町体育館☎９５６－０５６７  ９５６︲０５６６　歴史資料館☎９５２－６２８８  ９５２︲６２８９
大山崎ふるさとセンター☎９５６－２3１０  ９５２︲６２８９　大山崎消防署☎９５６－０１１９  ９５７︲０９９９
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連続講演会
『淀川をはさんだ二つの街』

　淀川を挟んで形成された都市、大
山崎と八幡の特徴について語ります。
事前申込不要。
�① 「中世都市八幡境内町の空間復原」
　��藤本史子氏（武庫川女子大学非常
勤講師）

　とき＝９月２１日日１3：3０～
�② 「中近世都市大山崎の展開」
　福島克彦（歴史資料館館長）
　とき＝１１月１６日日１3：3０～
（いずれも）
ところ＝ふるさとセンター３階ホー
ル
問＝歴史資料館

₇₀歳以上の方を体育館にご招待
敬老会を開催します

　町では、長年にわたって社会に貢
献してこられた高齢者を敬い、その
労苦をねぎらうために、下記の日程
で敬老会を開催します。
　当日は会場行きのバスを運行しま
す。時間・場所などの詳細について
は、送付する案内状をご覧ください。
とき＝９月１２日金１3：００受付開始、
１3：3０開会、１５：3０閉会予定
ところ＝町体育館
※�上履き（スリッパ）をご持参くだ
さい

対象＝町内在住の７０歳以上の方。
※９月初旬までに、満７０歳以上
　��（昭和１９年１２月3１日以前生まれ）
の皆さまに案内状を送付します。
届かない場合は、下記担当へご連
絡ください。

内容＝記念式典、祝賀演芸（漫才・
歌謡ショーほか）
※�聴こえにくい方には情報を文字で
伝えます（要約筆記）ので安心し
てご参加ください

問＝健康課高齢介護係（内１４９）

募集
Wanted

山火事予防ポスター
原画、標語を募集

　山火事の恐ろしさや予防、森林の
大切さを呼びかけるポスターの原画
と標語を募集しています。いずれも
１人１点のみの応募。詳しくは下記
ホームページをご覧ください。
�○原画の部
　応募資格＝全国の中学生および高
等学校の生徒

　応募方法＝作品には▼学校名▼所
在地▼学年▼氏名（ふりがな）を
記載のうえ、学校などでとりまと
めてポスター応募・出品一覧表を
添付し送付してください。

�○標語の部
　応募資格＝だれでも
　応募方法
　�【中学生および高等学校の生徒】
　��学校などでとりまとめて標語応
募・出品一覧表を添付し送付して
ください。

　�【一般の応募者】
　��郵便はがきに▼作品▼住所▼郵便
番号▼電話番号▼氏名（ふりがな）
▼年齢▼職業などを記載し送付し
てください。

（いずれも）
募集締切＝９月3０日火（当日消印有
効）
問・送付先＝〒１１２－０００４　東京都文
京区後楽１－７－１２林友ビル６Ｆ　一般
財団法人　日本森林林業振興会　
☎０3－3８１６－２４７１　 ０3－3８１８－７８８６
http://www.center-green.

or.jp/

住民フェスタを開催します

　１１月２日日開催のおおやまざき産
業まつりにあわせて住民フェスタを

開催します。
　住民フェスタとは、町が本町内で
活動する団体の自主運営イベントの
開催場所を提供するもので、団体や
地域の活性化につなげることを目的
としています。参加条件など詳しい
ことは町のホームページをご覧いた
だくか、下記の連絡先にお問い合わ
せください。
参加できる団体＝町内で活動し、既
に十分な実績がある団体
参加申込＝９月１７日水までに下記連
絡先に必要書類をご提出ください。
※�必要書類は役場３階3２番窓口にあ
ります。また、町のホームページ
からもダウンロードできます。役
場で書類の記入をする場合は必ず
印鑑をお持ちください

開催日＝１１月２日日１０：００～１５：００
場所＝名神高速道路高架下多目的広
場Ａ（町役場北側）
問＝政策総務課企画調整係（内3１５）

留守家庭児童会
臨時指導員を募集します

　留守家庭児童会（学童保育）の臨
時指導員を募集しています。子ども
の保育に熱心な方を求めています。
学童保育の対象は小学１年生～４年
生。勤務先は各町立小学校の敷地内
にある施設です。
※高校生以下の学生は不可
勤務時間＝平日１3：００～１８：００、土
８：3０～１８：００
※�春・夏・冬休み期間中は、勤務時
間が変更

賃金＝時給９２０円
申込方法＝市販の履歴書に必要事項
を記入、写真を貼って役場２階生涯
学習課（２４番窓口）までご持参くだ
さい。
※郵送不可
問＝生涯学習課（内２２２）

ゆめほっぺ　９月の行事

�① 中学生のお兄さんお姉さんと一緒
に遊ぼう！
　とき＝９月３日水、５日金１０：５０
～１１：５０
�② みんなでランチ
　とき＝９月１６日火、２５日木１１：４５
～１3：００
�③ ベビーマッサージ（要予約、見学

OK）
　とき＝９月２４日水１０：3０～１１：3０
　持ち物＝▼バスタオル▼ハンドタ
オル▼ベビーオイル
�④ プレママさん、プチママさんソー

イング （スタイ、キャップを手作
り、要予約、見学OK）
　とき＝９月２６日金１０：００～１２：００、
１3：００～１５：００
　対象＝妊婦さんと生後３カ月くら
いまでの子を持つ親
　持物＝▼フェイスタオル▼お好み
の布▼マジックテープ▼糸▼針

（いずれも）
ところ＝①②／ゆめほっぺ　③④／
中央公民館本館２階和室
申込方法＝電話で下記まで。
問・申込先＝ゆめほっぺ☎９５９－９０５０

高齢者のための栄養教室

　いつまでも健康でいきいきとした
生活を送るには、日々の食事が大切
です。そこで今回は、会食しながら
栄養について学ぶ教室を開催します。
要予約。
とき＝１０月１日水１０：００～１２：００
ところ＝保健センター１階集団指導
室
参加費＝５００円（当日徴収します。
お釣りのないようにしてください）
定員＝２０人（先着順）
問・申込＝大山崎町地域包括支援セ
ンター　☎９５２－６５33

このコーナーは24ページから始まります このコーナーは24ページから始まります

平成₂₆年度第１回
親まなびミニフォーラム

　「スーパー保育士」をお招きして
の講演会があります。保育ルーム有
り（事前に要申込）。詳しくは乙訓
教育局のホームページをご覧くださ
い。
とき＝９月１１日木１3：3０～１５：００
ところ＝乙訓総合庁舎２階保健所講堂

講演内容＝「笑顔だけで子どもが変
わる！」～子育てが楽しくなる話～
講師＝原坂一郎さん（（株）ＫＡＮＳ
ＡＩこども研究所所長）
※�子どもコンサルタント。子育てに
関する講演活動等、これまで全国
７００カ所以上で展開
問・申込先＝京都府乙訓教育局社会
教育担当　☎９33－５１3０　 ９33－５２２９

クリーン作戦にご協力を

　散乱ゴミをなくし、快適な生活環
境を確保するために、町内一斉に「ク
リーン作戦」を展開します。
とき＝９月２７日土９：００～１０：００
内容＝町内会、自治会ごとに各ステ

ーションで手袋、ゴミ袋を受け取り、
日頃目につきにくい道路端や溝を中
心に清掃活動を行います。空きカン、
空きビン、燃えるゴミに分別してス
テーションへ出してください。終了
後、町が順次ゴミを回収します。
問＝経済環境課清掃環境係
（内２４５、２４６）

【ステーション一覧】
町内会・自治会名 ステーション場所

第一町内会 谷田住宅資源ごみステーション
ツタヤ兄弟商会南

第二町内会 阪急大山崎駅前
山三下町内会 大山崎区民会館前資源ごみステーション
第三山手町内会 山崎院跡碑南側
第三上町内会 大国屋裏資源ごみステーション
第四町内会 喫茶「木馬」横資源ごみステーション

第五町内会 中央公民館南端資源ごみステーション
元岩崎公園前資源ごみステーション

鏡田第１～第５自治会 鏡田中央公園資源ごみステーション
鏡田東部町内会 大山崎排水場横資源ごみステーション
東和苑自治会 東和苑公園前資源ごみステーション
西高田自治会 西高田公園前資源ごみステーション
下植野町内会 下植野集会所前
下植野団地自治会 白山公園前資源ごみステーション
若葉自治会 若葉自治会資源ごみステーション
下植野南町内会 寺門公園前資源ごみステーション
円明寺下町内会 のばと公園前資源ごみステーション
円明寺上町内会 小泉造園前
山寺町内会 大門脇交差点資源ごみステーション
天王山自治会 早稲田公園前資源ごみステーション
円団北第１～第５ A、B、C、D棟の間資源ごみステーション
円団北第６～第１０ 円団R棟西側資源ごみステーション
円団中第１～第５ 円明寺郵便局東側資源ごみステーション
円団東第１・第２ 小泉橋横資源ごみステーション
円団西第１～第７ 脇山公園東側資源ごみステーション
円団南第１～第５ 円団南自治会館前
鳥居前自治会 第２保育所前
佐伯住宅自治会 円団南自治会館前
フラワーハイツ２・３棟自治会 フラワーハイツ資源ごみステーション
近畿郵政山崎２号宿舎自治会 西高田今井住宅竹薮前資源ごみステーション
グリーンスクェア大山崎自治会 第２保育所前
金蔵自治会 石田エンジニアリング前
北久保自治会 大門脇交差点資源ごみステーション
鳥居前西竹の子町内会 第２保育所前
※雨天などにより中止する場合は、ゴミ収集ステーションは設置いたしません
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京都府地域力再生プロジェクト
支援事業交付金の募集

　地域に暮らす皆さんが協力して自
主的に、暮らしやすく魅力的な地域
にしようと取り組む「地域力再生活
動」を、京都府と町が連携して支援
します。
対象事業＝▼環境保全▼子育て支援
▼福祉活動▼文化活動など、地域の
皆さんが取り組む地域づくりの基盤
となる活動
対象団体＝地域住民が主体的に参画
し、地域力再生に取り組む団体（法
人格の有無は不問）
※�営利を主とする団体や特定の政
治・思想に関わる団体、暴力団に
関わる団体などは対象外

支援メニュー＝追加支援メニューで
ある「活動充実支援」は、新規に申
請する以外に、第１回募集期間採択
事業についても本募集期間内に追加
申請が可能です。そのほか支援メニ
ューについての詳細はお問い合わせ
を。交付率および交付限度額は、支
援メニューによって異なります。
申請期限＝９月3０日火
申請方法＝所定の申請書を、事業を
実施する地域の市町村に提出（京都
市域対象の場合は京都府府民力推進
課に提出）してください。
※�申請書（募集要項）は、役場１階
情報コーナーおよび３階政策総務
課（3２番窓口）に置いています

申請先＝政策総務課企画調整係
（内3１５）
問＝京都府府民生活部府民力推進課
（地域力再生担当）☎４１４－４４５２

９月交通安全府民運動

　交通安全思想の普及・浸透を図り、
交通ルールの遵守と正しい交通マナ
ーの実践を啓発するため、次の交通
安全運動を実施します。

�○ 子どもの交通事故をなくそう府民
運動 「事故から守ろう！　京の子
ども　明るい未来」

　とき＝９月１日月
�○ 秋の全国交通安全運動 「秋空に　
無事故を誓う　京の道」

　とき＝９月２１日日～30日火
�○ 高齢者の交通事故をなくそう府民

運動～京都府交通対策協議会・京
都府～ 「思いやり　みんなでなく
そう　高齢者事故」

　とき＝９月１日月～3０日火
�【一日警察署長による交通安全スタ
ート式、パレード】 
とき＝９月２１日日１０：００～１１：００
ところ＝京都西山高等学校正面玄関
前
パレード区間＝京都西山高等学校～
西国街道～イオン向日町店前（雨天
時はスタート式のみ実施）
問＝経済環境課清掃環境係
（内２４５、２４６）

中小企業退職金共済制度を
ご存知ですか？

　詳しくは「中退共」で検索し、ホ
ームページをご覧ください。
問＝（独）勤労者退職金共済機構　
中小企業退職金共済事業本部
☎０3－６９０７－１２3４

くらしの資金をお貸しします

対象＝病気や失業、不慮の事故など
で経済的に困窮し、生活が立ち行か
なくなる恐れがあるものの、この貸
付によって自立更生が可能であると
認められる世帯
※生活保護世帯を除く
貸付限度額＝１世帯１０万円以内
償還方法＝２年以内（据置期間４カ
月）
※無利子・無担保・無保証人
受付期間＝９月１日月～５日金
問・受付・相談＝社会福祉協議会

催し
Meeting

ピアサポーター
なんでもおしゃべり会

　ピアは仲間という意味。障がい当
事者（肢体不自由）が、同じ目線、
平等な立場で話を聞き、同じように
障がいをもつ人の心をサポートしま
す。気軽におしゃべりに来てくださ
い。
とき＝９月２５日木１3：3０～１５：3０
ところ＝役場１階相談室１
問＝福祉課社会福祉係（内１５3）

みんなでいこカフェ
９月のイベントのお知らせ

　クッキーを食べたり飲み物を飲み
ながら、楽しいひとときを過ごしま
せんか。イベントや相談、脳トレミ
ニ講座（１４：００～１４：3０）も実施して
います。詳細はお問い合わせくださ
い。
�■美味しい！おやつ作り
　��簡単おやつ作り第２段！　当施設
の管理栄養士のおすすめです。

　とき＝９月５日金１４：3０～
�■  転ばない生活のヒント　～みんな

で転倒予防トレーニング～
　��当施設の理学療法士より、転ばな
いコツをご紹介します。

　とき＝９月１９日金１４：3０～
�■食事
　２3日火までに要申込。
　とき＝９月２６日金１２：００～１４：００
�■ 移動に便利な電動車いすと電動カ

ート
　��自分で操作し、移動できる電動車
いすと電動カート。試乗もできま
す。

　とき＝９月２６日金１４：3０～
ところ・問・申込先＝洛和ヴィラ大
山崎　☎９５８－3８５５

ゴミの出し方について

　皆さんのご協力をお願いします。
�【燃えるゴミについて】
○�朝８：００までに、指定された場所に
４５ℓの袋で出してください。
○�１００ℓ（４５ℓの袋で約２袋）まで
は無料収集。２袋を超える場合は
超過分が有料となるので、事前に
役場経済環境課までご連絡くださ
い。連絡がない場合、１０月１日以
降は警告文をポストに入れます。
３袋以上のゴミ袋は収集できませ
ん。ご注意下さい。
�【有料粗大ゴミについて】
○�建物内に立ち入って回収はしませ
ん。道路際か指定したステーショ
ンまで出してください。
○�布団類やカーペット等は縦横５０㎝
未満に裁断すれば燃えるゴミです
が、５０㎝以上の場合は必ず有料粗
大ゴミとして出してください。折
り畳んだり、袋に入れるだけでは
燃えるゴミにはなりません。
�【ゴミの出し方のマナーについて】
○�ゴミ袋にはしっかりとカラス用ネ
ットなどをかけ、カラスや猫から
の被害を事前に防ぎましょう。ま
た、カラス用ネット以外のものを
ゴミ袋にかぶせる場合は、収集業
者が回収しないようにロープ等で
固定して下さい。
問＝経済環境課清掃環境係
（内２４５、２４６）

₉₀系統路線バスの
ダイヤ改正について

　JR長岡京駅～阪急西山天王山駅
～京阪淀駅を結ぶ９０系統路線バスが、
立命館中学・高等学校の移転に合わ
せてダイヤ改正されます。詳細は、
阪急バスまたは京阪バスのホームペ
ージなどでご確認ください。
ダイヤ改正日＝９月１日月

ダイヤ改正の内容
①�平日の夜間に、２往復（淀～ＪＲ
長岡京）の増便（最終便の繰下げ）
②�登校時間帯に、
　○�京阪淀発・阪急西山天王山ゆき　
平日５便、土４便

　○�阪急西山天王山発・京阪淀ゆき　
平日２便　の増便

③�下校時間帯に、阪急西山天王山発・
京阪淀ゆき　平日８便、土７便の
増便
※ただし、②、③は学休期間は運休
問＝政策総務課企画調整係（内3１５）

太陽光発電システム設置に
補助金がでます

　太陽光発電システムを設置する個
人に対して、設置費用の一部を補助
します。
※�申請受付順。予算がなくなりしだ
い終了
対象＝次の要件すべてに該当する方
▼太陽光発電普及拡大センター
（J－PEC）から補助金交付決定を受
けた個人▼町内に在住している▼町
内で自らが居住する戸建て住宅に、
太陽光発電システムを設置している
▼町税などの滞納がない
注意＝集合住宅、借家は対象外。申
請者１人につき１件のみ
補助金額＝以下のとおり。１，０００円
未満は切り捨て
○平成₂₄年度J－PEC申請者＝１kw
あたり１５，０００円（上限５０，０００円）
○平成₂₅年度J－PEC申請者＝１kw
あたり１０，０００円（上限４５，０００円）
申請期間＝１０月１日水～平成２７年２
月１６日月
申請方法＝▼申請書▼申請者の住民
票の写し（申請日前３カ月以内に取
得したもの）▼J－PECの「補助金
交付決定通知書」の写し▼電力会社
との電力受給契約書の写し▼機器お
よびシステム購入を証明する書類の
写し▼システム設置場所および設置

状態が確認できる住宅全体のカラー
写真▼町税完納証明書を下記まで持
参。郵送は不可。
問・申請先＝経済環境課清掃環境係
（内２４５、２４６）

生ゴミ処理機購入の方に
補助金

　生ゴミ処理機を購入してゴミの減
量に取り組む方に補助金を交付しま
す。申請して、町から補助の通知が
出た後に商品を購入してください。
※�申請受付順に交付、予算限度額に
達した時点で終了。補助金交付決
定前に購入したものは対象外
補助金額＝機器購入価格の１/２
※�上限２０，０００円、購入金額が５，０００
円未満のものは対象外
対象＝次の要件すべてに該当する方
▼大山崎町民▼大山崎町内で処理機
を利用する▼過去５年以内に当制度
の補助を受けていない世帯▼町税な
どの滞納がない
申請期間＝１０月１日水～平成２７年２
月２７日金のうち、平日の８：3０～
１２：００、１3：００～１７：１５
申請方法＝必要な書類をすべて用意
し、下記まで持参。郵送は不可。
申請に必要なもの
▼申請書（役場２階経済環境課に置
いています）▼印鑑▼見積書（店印
が押印されているもの。レシート不
可）▼カタログ（写しでも可）
問・申請先＝経済環境課清掃環境係
（内２４５、２４６）

高齢者涼やかスポット
洛和ヴィラ大山崎を開放します

　飲み物やお茶菓子の提供もありま
す。ご利用ください。
とき＝９月８日月～１１日木１０：００～
１６：００
ところ＝洛和ヴィラ大山崎
問＝健康課高齢介護係（内１４９）
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インフォメーション

Information
みんなの伝言板

Message
このコーナーへの掲載を希望される方は発行月の前々月末（土日 にあたる場合は直前の平日）
までに、政策総務課秘書広報係☎956－2101（内312）まで。

スポーツ
Sports

わくわくサタデーナイト

とき／ところ
９月６日／町体育館
　　２０日／第二大山崎小学校
いずれも土の１８：００～２０：００
種目＝卓球、バドミントンなど
※会場によって種目が異なります
対象＝町内に在住または在勤の方
参加料＝２００円（小学生は１００円）
※�事前申込不要、当日会場で受付
※�わくわくクラブおおやまざき会員
の方は会員証をご持参ください

問・主催＝わくわくクラブおおやま
ざき（町体育館内）

相談
Consultation

がん個別相談会のお知らせ

　がんに関わるさまざまな相談をお
受けする窓口として、京都府乙訓保
健所で出張個別相談会を行います。
要予約、相談無料。
とき＝９月４日、１０月２日、１１月６
日、１２月４日　いずれも木の１3：００
～１５：3０
ところ＝京都府乙訓保健所
予約方法＝電話で下記まで。
※�出張相談以外にも、電話および対
面の通常相談を行っています。受
付は平日の９：００～１６：００（昼休み
を除く）に電話で下記まで

問・申込＝京都府がん総合相談支援
センター　☎０１２０－０７８－3９４

行政書士による
暮らしと事業の行政相談会

　毎月第３木に開催しています。テ
ーマは▼相続・遺言▼公正証書▼契

約書▼示談書▼内容証明▼法人設立
▼建設業許可▼車庫証明など。申込
不要、相談無料。
とき＝９月１８日木１3：3０～１６：3０
受付場所＝役場３階政策総務課
（3２番窓口）
問＝政策総務課秘書広報係（内3１２）

障がいのある方の生活相談
（身体・知的・精神）

　友人関係、生活リズムなど、どん
なことでもご相談ください。相談支
援事業所「アンサンブル」の専門相
談員が相談を受けます。
とき＝９月１０日水１3：3０～１５：3０
ところ＝保健センター
問＝福祉課社会福祉係（内１５５）

平成₂₆年度文化財保護に関する
巡回よろず相談のご案内

　文化財の保存や修理に関するさま
ざまな問題や、物件の制作年代など
について無料で相談できます。気軽
にお越しください。事前申込不要。
とき＝９月５日金１０：００～１６：００
ところ＝ルビノ京都堀川２階松の間
（京都市上京区東堀川下長者町下ル）
問＝（公財）京都文化財団（文化財保
護基金室）　☎２１3－3６６０

お知らせ
Information

平成₂₆年全国消費実態調査が
実施されます

　９月～１１月の３カ月間にわたり、
国民生活の実態を家計の面から総合
的に把握するための統計調査として、
平成２６年全国消費実態調査が実施さ
れます。調査の実施にご理解ご協力
をお願いします。
調査対象＝調査対象地域内から無作
為抽出された世帯
調査方法＝▼家計簿▼耐久財等調査
票▼年収・貯蓄等調査票▼世帯票の

▲�８月６日　人権街頭啓発
を阪急大山崎駅前で行い
ました。
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秋の自然観察会
源氏物語の舞台を訪ねて

　大原野の秋の草花観察と、源氏物
語の舞台を楽しみます。弁当、水筒
を持参してください。事前申込は不
要です。
とき＝９月２０日土９：２０～１４：００
※雨天中止
集合場所＝阪急バス　小塩バス停に　
９：２０集合
参加費＝１００円（資料代）
問＝髙橋　☎９５２－１５８０

町国際交流協会「英語クラス」の受講
生を募集（平成２₆年度₁０月～３月）

　教室の日程は変更することがあり
ますので、お気をつけください。
�■初級クラス
　毎月第１・第３火２０：００～２１：００
　定員＝１０人程度
　受講料＝半年６，０００円
　内容＝発音をしっかり学び、初級
の英会話を楽しむ（日本人講師）
�■中級クラス
　Ⓐ　毎月第１・第３火
　　　１０：3０～１１：3０
　Ⓑ　毎月第１・第３木
　　　２０：００～２１：００

　定員＝各クラス１０人程度
　受講料＝半年６，０００円
　内容＝会話練習を中心に、表現や
発声など（日本人講師）
�■外国人による英会話クラス
　Ⓐ　毎月第２・第３・第４土
　　　１3：５０～１４：５０
　Ⓑ　毎月第２・第３・第４土
　　　１５：００～１６：００
　定員＝各クラス１０人程度
　受講料＝半年９，０００円
　内容＝簡単なフリートーキング、
英会話など（フィリピン人講師）

（いずれも）
ところ＝中央公民館
問・申込＝大山崎町国際交流協会
竹元　☎０９０－５１５０－００５４

親子でリズム「マンボウ」

　０歳～３歳のお子さんとママが一
緒にリズム遊びなどで交流。お誕生
日会や季節の遊びもしています。動
きやすい服装でお越しください。
※�お手伝いしてくれる方も大歓迎。
事前申込は不要
とき＝９月４日、１１日、１８日、２５日　
すべて木１０：００～１１：3０
ところ＝大山崎集会所
体験料＝１回3００円

※�入会は月１，０００円
持ち物＝バスタオル、飲み物
問・申込＝新日本婦人の会　東　
☎９５７－3４２０

大山崎俳句会

とき＝９月３日水１3：００～１６：3０
ところ＝大山崎ふるさとセンター
会費＝年3，０００円
問＝森　☎９５６－６５3２

第２回　天下分け目の泥んこ
ドッジボール大会開催決定！

　泥にまみれてドッジボールをしま
せんか。６人１チーム（試合中の参
加は６人、交代要員４人合計１チー
ム１０人まで登録可能）で、大人の部
と子供の部（小学生以下）に分けて
試合を行います。みんなで楽しい一
日を過ごしましょう。
　要申込、申込多数の場合は抽選。
とき＝９月１５日 ９：3０～
ところ＝名神高架下多目的広場　北
側田んぼ
参加費＝一人あたり５００円（保険代
含む）
申込締切＝９月５日金１７：００
問・申込＝大山崎町商工会青年部事
務局　☎９５６－４６００

４種類の調査票への記入をお願いし
ます。調査する月ごとに、記入すべ
き調査票は変わります。調査員が調
査票を世帯ごとに配布しますので、
記入した調査票は、調査員へ提出し
てください。なお、インターネット
でも回答ができます。
※�調査員は京都府知事によって任命
され、必ず調査員証を身に付けて
います。かたり調査にはご注意く
ださい

※�調査関係者には調査で知り得た事
項を他に漏らしてはならない守秘
義務が定められており、調査票に
ご記入いただいた内容は適正に管
理されます

問＝政策総務課企画調整係（内3１５）

法人町民税法人税割を
引き下げます

　市町村間の税源の偏りを是正し、
財政力の地域格差を縮小するために、
法人住民税法人割の一部を国税化し
地方交付税の原資に充てることにな
りました。それに伴い、地方税法の
法人住民税割の標準税率等が見直さ
れたため、法人町民税法人税割の税
率を下記のとおり引き下げます。

※�平成２６年１０月１日以後に開始する事業年度分
から適用します

�【予定申告における経過措置】
　法人税割の税率の改正に伴い、平
成２６年１０月１日以後に開始する最初
の事業年度、または連結事業年度の
予定申告に係る法人税割額について
は、予定申告税額を求める算式の「６
を乗じる」部分が次の値となります。
○町民税…「前事業年度分の法人税
割額×₄．₇÷前事業年度の月数」

問＝税住民課税務係（内１４１）

資本金等の額に
よ　る　区　分 現　行 引下げ後

（－₂．₆％）

１億円超の法人 １４．７％ １２．１％

１億円以下の法人 １２．3％ ９．７％
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会計入門セミナーのご案内

　会計入門として、帳簿記入の基礎
知識を学べます。簿記検定試験対策
の講座ではありません。全２回で１
講座。
とき＝９月１０日水、１７日水１８：3０～
２０：3０
ところ＝向日市商工会館３階会議室
対象＝初心者、創業を考えている方、
仕訳の意味を学びたい方など
定員＝２０人（先着順）
講師＝税理士　永田健さん（京都中
央税理士法人）
受講料＝無料
持ち物＝筆記具、電卓
問・申込＝大山崎町商工会
☎９５６－４６００

どなたでも楽しめます 
詩吟はじめませんか！

�■詩吟愛好会
　とき＝毎週金１９：００～２１：００
�■詩吟小倉サークル
　とき＝毎週火１3：3０～１５：3０
　ところ＝中央公民館本館会議室・
談話室

会費＝月１，０００円
問・申込＝山本　☎９５６－６４０１

第２０回　ママたちのリサイクル
＆手作り市 

　リサイクルの子供用品や手作りの

生活雑貨のお店が５０店舗出店しま
す。�混雑が予想されますのでお車
はできるだけ乗合せてお越しくださ
い。また、周辺施設への駐車はご遠
慮ください。�
とき＝９月２６日金１０：００～１２：3０（雨
天決行）�
ところ＝大山崎町多目的広場（名神
高速道路高架下）�
問＝大山崎町子育て母の会　コムズ
ママ　木戸　☎０９０－８４８０－７８００
※�受付は平日の９：００～１４：００
comme_zu_mama@yahoo.co.jp

乙訓の文化遺産を守る会 
総会、講演会のお知らせ

とき＝９月１５日 １3：3０～１６：3０
ところ＝大山崎ふるさとセンター会
議室
講演内容＝「長岡京の実像を求めて
―小林清先生の研究と遺言―」古閑
正浩さん（大山崎町教育委員会）
参加費＝会員は会費２，０００円、会員
外は資料代3００円
問＝事務局　長谷川
☎０９０－９２８４－７3２１

気功体操の会員を募集 

　楽々とできる健康体操。無料体験
もあります。
とき＝毎週月１０：００～１１：3０��
ところ＝円明寺自治会館
問＝永田　☎９５７－２０４６

健康のためにテニスをしませんか

　詳しくは電話、もしくは直接コー
トに見学や体験に来てください。
とき＝毎週土午前中
ところ＝町営岩崎テニスコート
対象＝テニス経験者
募集人数＝若干名
費用＝月２，０００円
問＝高木　☎９５７－５3１3

山桜会ハイキング

①行先＝宇治川～天ケ瀬吊橋～太陽
が丘～ふれあいの森（約８㎞）

　とき＝９月１６日火（雨天中止）
　集合＝ＪＲ長岡京駅　９：００（切符
は宇治駅まで）

②行先＝摂津市～ガランド水路～平
和公園～新幹線公園（約７㎞）

　とき＝９月3０日火（雨天中止）
　集合＝阪急長岡天神駅　９：００（切
符は摂津市駅まで）

問＝福田　☎９５７－０４１８

大山崎社交ダンスサークル 
会員を募集します

　はじめての方も大歓迎です。本多
和代プロ（スタンダード・ラテンＡ
級）が、きめ細やかなわかりやすい
指導をします。
とき＝毎週火１８：００～２１：００
ところ＝中央公民館ホール
問・申込＝北村　☎９５６－５７０５

スマイルプレイスからのお知らせ

�【親子サロン《Smile Place》】
　おもちゃや絵本を読んで自由に遊
んだあと、読み聞かせや工作を行い、
スタッフ手作りのお菓子でお茶を楽
しみます。出入り自由。
とき＝９月９日火１０：００～１１：3０
（１０：１５～１０：3５には希望者を対象に
アルバム作りを実施）
ところ＝中央公民館本館２階和室
参加費＝3００円
�【親子のひろば《Sunny Place》】
　入退出時間や遊び方は自由。おも
ちゃや絵本を用意しています。
とき＝９月２２日月１3：3０～１６：００
ところ＝下植野集会所２階和室
参加費＝無料
（いずれも）
対象＝乳幼児とその保護者（Smile�
Placeは妊娠中の方も参加可能）
問・申込先＝幸山
☎０８０－５７００－５８２２
http://blogs.yahoo.co.jp/

eikanaei/

ホームヘルパー・障がい者
ヘルパー養成講座

　乙訓圏域の障がい福祉サービス事
業所などで働く意欲のある方、働く
予定のある方、働いている方を対象
に、介護職員初任者研修（旧ヘルパ
ー２級過程）の養成講座を開催します。

とき＝１０月４日土～平成２７年２月２８
日土の間で、水の夜間および土の昼
間
ところ＝乙訓地域の公共施設、実習
施設
内容＝講義と実習。平成２７年１月～
２月に施設実習などを予定していま
す。
定員＝２０人
参加費＝８０，０００円（ただし、受講後
に乙訓地域の障がい福祉サービス事
務所などにヘルパー登録などで従業
予定の方は４０，０００円）、別途テキス
ト代６，０６９円と実習時の健康診断書
料などが必要です。
申込方法・締切＝１０月２日木までに
下記までご連絡ください。
問・申込＝あらぐさ福祉会　村山　
☎９５3－９２１２

アクセサリーデザイナーに学ぶ 
手作りのシルバーアクセサリー

　大山崎町でオリジナルアクセサリ
ーを製作、販売しているお店ＺＡＫ
ＵＲＯさんが今年もおもてなしウィ
ークに出展します。デザイナーで代
表の鈴木榴

ざくろ

さんにアドバイスをもら
いながら、シルバーアクセサリー（一
連リング）を作ります。体験後の交
流タイムでは大山崎プチ情報も。
とき＝９月１3日土１４：００～１６：００
ところ＝大山崎ふるさとセンター３
階ホール
参加費＝3，０００円
定員＝２０人（先着順）
持ち物＝エプロンまたは前掛け（あ
れば）
※�作品は後日、店頭でのお渡しとな
ります
問・申込先＝９月８日月までにおも
てなしウィーク実行委員会　担当
　石山まで
☎９５６－４６００（大山崎町商工会内）

昔の油しぼり機、締め木を
作ろう！

　近年まで使われていた動力を使わ
ない搾油機、締め木作りにチャレン
ジしませんか。３回の製作ワークシ
ョップで完成させたものを、１２月の
冬のえごまフェスタで披露、初搾り
します。要申込。
とき＝９月２１日日、１０月５日日、１１
月１６日日、１２月１3日土１０：００～１１：3０
※�１２月のみ離宮八幡宮にて、午後開催
集合＝阪急大山崎駅改札口　９：3０
※�西向日の工作場まで電車で行きま
す
対象＝小学１年生～中学３年生。原
則保護者同伴ですが、小学５年生以
上は子どもだけでも可。
定員＝１０組（先着順）
参加費＝各日２００円（資料、保険代）。
別途交通費などがかかります。
申込期限＝９月１０日水
申込方法＝▼氏名▼住所▼学年▼電
話、FAX番号を明記のうえFAXに
て下記まで。
問・申込＝大山崎町の歴史・文化遺
産を活かした地域活性化実行委員会　
津田　 ９５７－０33６

ＫＥＳ・環境マネジメント
システム有効活用セミナー

　現在、環境問題への取り組みは企
業にとって急務となっています。省
エネ、省ゴミや経費削減だけでなく、
目標管理の徹底などにも役立つＫＥ
Ｓの導入を考えてみませんか。
とき＝９月２５日木１８：3０～２０：００
ところ＝大山崎ふるさとセンター３
階会議室
講師＝壷内重博さん（ＫＥＳ環境機
構　主幹審査員）
参加費＝無料
申込締切＝９月１８日木
問・申込＝大山崎町商工会　
☎９５６－４６００

町の人口と世帯数

ご
誕
生
お
め
で
と
う

【
横
林
】　
　
羽
田
　
佳か

れ
ん恋

【
飯
田
】　
　
保
居
　
諒ま
こ
と士

　

【
西
法
寺
】　
清
水
　
一か
ず
き輝

　

【
脇
山
】　
　
山
田
　
琉り
ゅ
う
が雅

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

【
宮
脇
】　
　
藤
原
　
忠
子
（
95
歳
）

2014年８月１日現在（前月比）

総数� 15,025人　（－15）
男� 7,254人　（－５）
女� 7,771人　（－10）
世帯数� 5,965世帯（　２）

ひとのうごき

※��敬称略。このコーナーには希望
された方のみ掲載しています



日 7 14 21 28 5

9 月 の カ レ ン ダ ー

※
学
校
開
放
は
、
町
と
き
め
き
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。（
他
の
事
業
な
ど
で
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

編
集
・
発
行
　
大
山
崎
町
役
場
政
策
総
務
課
�

〒
61
8︲
85
01
　
京
都
府
乙
訓
郡
大
山
崎
町
字
円
明
寺
小
字
夏
目
3
番
地

　
　
　
印
刷
　
株
式
会
社
き
か
ん
し
コ
ム
�

☎（
07
5）
95
6︲
21
01
　
FA
X（
07
5）
95
7︲
11
01

メ
ー
ル
：
ko
ho
@
to
w
n.
oy
am
az
ak
i.l
g.
jp

カ
レ
ン
ダ
ー
下
の
休
業
・

休
館
日
の
お
知
ら
せ
は
○役 ○公

○老 ○ふ
○体 ○歴

＝
役
場

＝
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

＝
町
体
育
館

＝
中
央
公
民
館

＝
大
山
崎
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

＝
歴
史
資
料
館

月 1 8 15 22 29 6

火 2 9 16 23 30 7

水 3 10 17 24 1 8

木 4 11 18 25 2 9

金 5 12 19 26 3

土 6 13 20 27 4

＝
休

○役
○老

＝
休

○役
○老

＝
休

○役
○老

＝
休

○役
○老

＝
休

○役
○老

＝
休

○役
○老

＝
休

○役
○老

＝
休

○役
○老

＝
休

○役
○老

＝
休

○ふ
○歴
○体

○公

＝
休

○ふ
○歴
○体

○公

＝
休

○ふ
○歴
○体

○公

＝
休

○ふ
○歴
○体

○公

＝
休

○ふ
○歴
○体

○公
＝
休

○役
○老

○役
○老

＝
休

○公
敬
老
の
日

＝
休

○ふ
○歴
○体

秋
分
の
日

＝
休

○役
○老

図
書
室
休
室

＝
休

○ふ
○歴
○体

町
税
な
ど
の
納
付
は
、
便
利
で
安
全
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

今 月 の 納 付

国
民
年
金
保
険
料

８
　

月
　

分
（
9
月
30
日
火
ま
で
）

国
民
健
康
保
険
税

第
　
４
　
期
　
分
（
9
月
30
日
火
ま
で
）

介
護

保
険

料
第
　
４
　
期
　
分
（
9
月
30
日
火
ま
で
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

第
　
３
　
期
　
分
（
9
月
30
日
火
ま
で
）

8
9

防
災・
防
犯
情
報
メ
ー
ル
登
録
の
お
願
い

①
�「
bo
us
ai
.o
ya
m
az
ak
i-t
ow
n@
ra
id
en
.k
ta
iw
or
k.
jp
」

に
、
件
名
、
本
文
は
な
に
も
書
か
ず
に
メ
ー
ル
を
送
る

②
�す
ぐ
に
返
信
さ
れ
る
メ
ー
ル
の
指
示
に
従
い
、

　
登
録
手
続
き
を
す
る

問
＝
政
策
総
務
課
危
機
管
理
係
��☎
９５
６︲
２１
０１
（
内
3２
４）

�学
校
開
放
（
体
育
館
・
運
動
場
）

　
大
山
崎
小
・
第
二
大
山
崎
小
　
８：
3０
～
１２
：０
０

�い
き
い
き
朝
市

　
円
明
寺
脇
山
広
場
　
９：
００
～
売
切
れ

�学
校
開
放
（
体
育
館
・
運
動
場
）

　
大
山
崎
小
・
第
二
大
山
崎
小
　
８：
3０
～
１２
：０
０

�い
き
い
き
朝
市

　
円
明
寺
脇
山
広
場
　
９：
００
～
売
切
れ

�わ
く
わ
く
サ
タ
デ
ー
ナ
イ
ト

　
町
体
育
館
　
１８
：０
０～
２０
：０
０

�学
校
開
放
　
８：
3０
～
１２
：０
０

　
大
山
崎
小
（
運
動
場
の
み
）

　
第
二
大
山
崎
小
（
体
育
館
・
運
動
場
）

�い
き
い
き
朝
市

　
円
明
寺
脇
山
広
場
　
９：
００
～
売
切
れ

�わ
く
わ
く
サ
タ
デ
ー
ナ
イ
ト

　
第
二
大
山
崎
小
　
１８
：０
０～
２０
：０
０

�学
校
開
放
　
８：
3０
～
１２
：０
０

　
大
山
崎
小
（
体
育
館
・
運
動
場
）

　
第
二
大
山
崎
小
（
運
動
場
の
み
）

�い
き
い
き
朝
市

　
円
明
寺
脇
山
広
場
　
９：
００
～
売
切
れ

�町
内
一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦
　
町
内
一
円
　
９：
００
～
１０
：０
０

�仲
秋
の
名
月
鑑
賞
会
　
中
央
公
民
館
　
１７
：０
０～
２０
：０
０

�学
校
開
放
（
体
育
館
・
運
動
場
）

　
大
山
崎
小
・
第
二
大
山
崎
小
　
８：
3０
～
１２
：０
０

�い
き
い
き
朝
市

　
円
明
寺
脇
山
広
場
　
９：
００
～
売
切
れ

�道
路
側
溝
の
泥
の
回
収

　
町
内
一
円
　
９：
００
～
１７
：０
０

（
９/
１月
ま
で
に
建
設
課
で
予
約
）

�子
育
て
相
談
　
各
保
育
所
　
�９：
００
～
１６
：０
０

�園
庭
開
放
　
各
保
育
所
�　
１０
：０
０～
１１
：3
０

�町
長
選
挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
役
場
防
災
会
議
室
　
１０
：０
０～

�町
議
会
議
員
一
般
選
挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
中
央
公
民
館
大
研
修
室
　
１４
：０
０～

�消
費
生
活
相
談
　
役
場
1階
相
談
室

　
１3
：3
０～
１５
：3
０

�ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
　

　
円
明
寺
が
丘
自
治
会
館

　
１3
：3
０～
１５
：3
０

�町
議
会
予
算
決
算
常
任
委
員
会

�子
育
て
相
談
　

　
各
保
育
所
　
９：
００
～
１６
：０
０

�園
庭
開
放

　
各
保
育
所
　
１０
：０
０～
１１
：3
０

�消
費
生
活
相
談
　

　
役
場
1階
相
談
室
　
１3
：3
０～
１５
：3
０

�町
議
会
予
算
決
算
常
任
委
員
会

� 子
育
て
相
談
　
各
保
育
所
　
９：
００
～
１６
：０
０

�健
康
相
談
（
60
歳
以
上
対
象
）

　
長
寿
苑
　
９：
3０
～
１１
：3
０

�園
庭
開
放
　
各
保
育
所
　
１０
：０
０～
１１
：3
０

�消
費
生
活
相
談
　

　
役
場
１
階
相
談
室
　
１3
：3
０～
１５
：3
０

�祝
日
の
た
め
資
源
ゴ
ミ
の
収
集
は
あ
り

ま
せ
ん
（
９/
２２
月
に
振
替
）

�子
育
て
相
談
　

　
各
保
育
所
　
９：
００
～
１６
：０
０

�園
庭
開
放

　
各
保
育
所
　
１０
：０
０～
１１
：3
０

�道
路
側
溝
の
泥
の
回
収

　
町
内
一
円
　
９：
００
～
１７
：０
０

（
１０
⊘６
月
ま
で
に
建
設
課
で
予
約
）

�子
育
て
相
談
　
各
保
育
所
　
９：
００
～
１６
：０
０

�園
庭
開
放
　
各
保
育
所
　
１０
：０
０～
１１
：3
０

�消
費
生
活
相
談

　
役
場
１
階
相
談
室
　
１3
：3
０～
１５
：3
０

�町
議
会
建
設
上
下
水
道
文
教
厚

生
常
任
委
員
会

�高
齢
者
涼
や
か
ス
ポ
ッ
ト

　
洛
和
ヴ
ィ
ラ
大
山
崎

　
１０
：０
０～
１６
：０
０

　（
～
９/
１１
木
ま
で
）

�資
源
ゴ
ミ
収
集
日

（
９/
２3
祝
の
振
替
）

�連
続
講
演
会
（
第
一
回
）

�「
淀
川
を
は
さ
ん
だ
二
つ
の
街
」

　
大
山
崎
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

　
１3
：3
０～

�町
議
会
本
会
議
（
一
般
質
問
）

�町
議
会
予
算
決
算
常
任
委
員
会

�年
金
相
談
（
予
約
制
）

　
役
場
１
階
相
談
室

　
１3
：０
０～
１６
：０
０

�障
が
い
の
あ
る
方
の
生
活
相
談

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
１3
：3
０～
１５
：3
０

�町
議
会
 議
会
改
革
特
別
委
員

会 �消
費
生
活
相
談

　
役
場
１
階
相
談
室
　

　
１3
：3
０～
１５
：3
０

�町
議
会
本
会
議
（
一
般
質
問
）

�健
康
相
談
（
60
歳
以
上
対
象
）

　
長
寿
苑
　
１3
：０
０～
１５
：０
０

�ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　
な
ご
み
の
郷
　
１3
：3
０～
１５
：3
０

�町
議
会
予
算
決
算
常
任
委
員
会

�大
山
崎
中
学
校
体
育
大
会

　
同
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
９：
００
～
（
予
備
日
９⊘
１２
金
）

�ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　
下
植
野
南
集
会
所

　
１3
：3
０～
１５
：3
０

�行
政
書
士
に
よ
る
暮
ら
し
と
事
業

の
行
政
相
談
会

　
役
場
３
階
秘
書
広
報
係
で
受
付

　
１3
：3
０～
１６
：3
０

�ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ん
で
も
お

し
ゃ
べ
り
会

　
役
場
1階
相
談
室

　
１3
：3
０～
１５
：3
０

�町
議
会
本
会
議
（
一
般
質
問
）

�町
議
会
総
務
産
業
常
任
委
員
会

�心
配
ご
と
相
談
（
福
祉
・
子
育
て
・

人
権
）

　
な
ご
み
の
郷
　
１3
：3
０～
１５
：3
０

�み
ん
な
で
い
こ
カ
フ
ェ

　
洛
和
ヴ
ィ
ラ
大
山
崎

　
１４
：０
０～
１６
：０
０

�敬
老
会

　
町
体
育
館
（
１3
：０
０～
受
付
）

　
１3
：3
０～
１５
：3
０

�町
議
会
本
会
議
（
閉
会
）

�心
配
ご
と
相
談
（
福
祉
・
子
育
て
・

行
政
・
人
権
）

　
な
ご
み
の
郷
　
１3
：3
０～
１５
：3
０

�み
ん
な
で
い
こ
カ
フ
ェ

　
洛
和
ヴ
ィ
ラ
大
山
崎

　
１４
：０
０～
１６
：０
０

�み
ん
な
で
い
こ
カ
フ
ェ

　
洛
和
ヴ
ィ
ラ
大
山
崎

　
１２
：０
０～
１６
：０
０

5
6

　「
譲
り
た
い
も
の
」「
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
」
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
　
譲
り
渡
し
、譲
り
受
け
は
無
料
で
お
願
い
し
ま
す
。

現
在
の
登
録
状
況
は
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
・
申
込
＝
経
済
環
境
課
　
☎
９５
６︲
２１
０１
（
内
２４
５）

町
民
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
 

28
29

　「
秋

空
に

  無
事

故
を

誓
う

  京
の

道
」

９
月

21
日

㊐
～

９
月

30
日

㊋

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

1
2

高
齢
者
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う
府
民
運
動

「
思

い
や

り
 み

ん
な

で
な

く
そ

う
 高

齢
者

事
故

」
９

月
１

日
⺼

～
９

月
30

日
㊋

～
京

都
府

交
通

対
策

協
議

会
・

京
都

府
～

1
「

事
故

か
ら

守
ろ

う
！

 京
の

子
ど

も
 明

る
い

未
来

」
９

月
１

日
⺼

子
ど
も
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う
府
民
運
動


